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研究成果の概要（和文）： 
西アジアの都市化過程を具体的に追究するために、乾燥した内陸地域（ラッカ地域）と湿潤
な地中海地域（イドリブ地域）という異なる自然環境の中でそれぞれ集落遺跡の発掘調査を行
ない、社会の複雑化と部族社会の形成を考察するための様々な資料を得た。これに基づき新石
器時代から青銅器時代へと至る歴史過程を検討し、それぞれの地域での都市化が部族社会の発
達と密接にかかわっていた見通しを得た。また、楔形粘土板文書などに現れるアラム人、アム
ル人などの文献学的・言語学的研究を進め、セム語起源問題などについての研究を深化させた。 
 
研究成果の概要（英文）： 
We undertook archaeological excavations in a dry inland area (Al-Raqqa) and a humid Mediterranean 
area (Idlib) in Syria. The purpose of these excavations was to study the development of urbanization in 
each area. Based on the material obtained from the excavations, we reconstructed the two regions 
history from the Neolithic to the Bronze Age. The urbanization process may be connected with the 
development of tribal societies in each area. We also carried out linguistic analysis of the old Amorite 
and Aramaic names and Semitic urheimat on the clay tablets.   
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１． 研究開始当初の背景 
都市の起源として欧米の学界で広く認め
られてきたのは、紀元前 3,500 年ごろのメソ
ポタミア・ウルク期の都市遺跡群である。都
市の出現は人間社会のあり方を根本的に変
え、これ以降人類の歴史は都市を中心に回っ
ていくことになる。現在でも都市は政治・経
済・文化の発信基地となっており、世界の中
研究種目：特定領域研究 
研究期間：2005 ～ 2009   
課題番号：17063001 
研究課題名（和文） 西アジアにおける都市化過程の研究 
                     
研究課題名（英文） A Study on the Urbanization in West Asia 
 
研究代表者 
常木 晃（TSUNEKI AKIRA） 
筑波大学・大学院人文社会科学研究科・教授 
 研究者番号：70192648 
 
 
  
 
心は都市にあるといっても過言ではない。そ
れではなぜ都市が歴史上に登場してきたの
だろうか。この人類史の一大画期をめぐって、
これまでにも様々な仮説が提示され議論さ
れてきた。環境変化や資源の偏在、戦争、交
易など様々な要因が取り上げられてきたが、
いまだ十分な回答が得られていない現状が
ある。私たちは、その大きな原因は、西アジ
アにおける都市の発生を農耕社会の発展と
いう視点からしか捉えてこなかったことに
あるのではないかと考え、本計画研究を企画
した。 
 
２．研究の目的 
西アジアにおける都市形成の研究を多角
化させるために、特に部族社会というネット
ワークの形成という視点から、この問題を再
考する。現代のアラブ社会を見ても、二律背
反的な世界が実は 1 つの社会を形成し、歴史
を動かしていることが分かる。都市と砂漠と
いう、全く異なる環境に生きる都市民と遊牧
民が、様々な部族社会的ネットワークで結節
され、互いに離反集合を繰り返しながら統合
的な社会を形成している。本研究では、都市
形成に当たって後の遊牧社会に代表される
部族社会が果たした役割を、考古学的、文献
学的、言語学的資料を抽出しながら明らかに
していくことをめざした。 
 
３．研究の方法 
 都市化過程を研究していくために、以下の
ような多分野からのアプローチを試みた。 
考古学班はシリアの 2 か所の地域におい
て、特に都市的な集落の形成と部族社会との
かかわりに焦点を当てて考古学的調査を実
施した。第 1 の地域は本特定領域全体の調査
地でもあるビシュリ地域である。中でも特に
ユーフラテス河流域のテル・ガーネム・ア
ル・アリの発掘調査とその周辺での民族考古
学的調査を通じて、乾燥した平原地域での遊
牧的社会の起源と部族社会の形成の解明を
目指した。第 2 の地域はビシュリ地域とは対
照的な、地中海性気候に属する北西シリアの
イドリブ地域である。特に、水が豊富で豊か
な植生環境に恵まれた小宇宙ともいえるエ
ル・ルージュ盆地において、テル・エル・ケ
ルク遺跡の発掘調査を行い、都市的集落の起
源とその発展、部族社会の発達、そしてそこ
に展開した交易ネットワークの解明を目指
した。第 1 の地域では主に青銅器時代を、第
2 の地域では新石器時代～青銅器時代を調
査対象にし、都市の発達を時間軸でも捉える
ことを念頭に、両地域の比較検討を実施して
きた。 
 文献・言語班は、他の計画研究班とも協力
しながら、楔形粘土板文書に現れる紀元前 3
～2 千年紀のアムル人、アラム人などに関す
る情報の追跡、言語学的に見たセム語の起源
と比較研究などについて、研究を進めた。 
 
４．研究成果 
（１）ビシュリ地域の紀元前 3 千年紀の農耕
村落の解明 
ビシュリ地域に所在する前期青銅器時代
の農耕村落の一つであるテル・ガーネム・ア
ル・アリ遺跡の発掘調査に参加し、ビシュリ
地域において遊牧社会が登場した紀元前 3
千年紀ごろのユーフラテス河中流域の農耕
村落実態解明の一端を担った。 
①ガーネム・アル・アリ遺跡の発掘調査は、
本特定領域研究で実施した現地調査を形成
すプロジェクト群の中核であり、領域代表者
を中心としたこのプロジェクトに、本計画研
究の研究代表者と研究協力者が参加し、実務
を分担した。調査の結果、ガーネム・アル・
アリ遺跡は前期青銅器時代の始まりとほぼ
同時に居住が始まり、その後断続的に居住さ
れたこと、前期青銅器時代 VIA 期に居住が
廃絶されたこと、その後中期青銅器時代に一
次的な居住と墓の造営があるものの、その規
模や繁栄は前期青銅器時代とは比較になら
ない小規模なものであったこと、などが解明
された。ガーネム・アル・アリに代表される
ようなビシュリ地域のユーフラテス河沿い
のテル型集落遺跡は、ほぼ同様な推移をたど
ったものであることが表面踏査から推察さ
れている。この現象は、ガーネム・アル・ア
リに隣接した河岸段丘上の古墳・シャフト
墓・ケルン墓からなる墓地群、ビシュリ山中
の遊牧民の残したケルン墓群の造営時期と
は表裏一体をなしており、各成果を比較研究
することによって、ビシュリ地域でなぜ、ど
のように遊牧民が発生し発展したかを探索
するための重要な基礎データとなった。 
②テル・ガーネム・アル・アリ遺跡におい
て、テルの地表面から観察される建築遺構、
特に壁の痕跡をトータル・ステーションシス
  
テムを用いて測量調査し、前期青銅器時代
III 期～VIA 期の集落の痕跡を記録していっ
た。その結果、同時代の集落には計画的な街
路が存在していなかった可能性を指摘でき
た。当時のガーネム・アリ村の住居配置は拡
散的で、集約的な集落構造をとっていなかっ
たものと思われた。 
 
ガーネム･アル・アリ遺跡の地形図 
ガーネム・アル・アリのＡ－Ｄ区建物群 
 
（２）墓地の形成過程について民族考古学的
手法からの提言 
ガーネム・アル・アリ村において特に墓地
に関する民族考古学的調査を実施し、墓地と
いう物質文化と人間集団がどのようにかか
わって墓地が形成されていくのかについて、
提言を行った。これは、先史時代において、
部族集団に代表される人間集団の違いがど
のように物質文化に反映されているのかに
ついてヒントを得るための、民族考古学的試
みである。その結果、以下のような提言をお
こなうことができた。 
①一般的に、墓地の空間配置と人間集団の
間には強い相関が認められた。ガーネム・ア
ル・アリ村の例では、墓地内のアイーラ集団
ごとの空間配置は、同集団間の居住配置とよ
く相関している。また、人間集団規模は、同
一墓地内のアイーラ集団間の混合度合いに
影響を与える。②墓地内の墓および墓石の型
式は、一般に人間集団の違いを反映しない。
墓の形式の違いは主に個人の社会経済的地
位や政治的地位の差を反映し、墓石の違いは
年代や経済的地位、卖なる好みによる。③墓
地の形成は、立地により異なる。丘に墓地が
作られる時は中央から周辺に墓地が広がり、
スロープや平地に墓地が作られる時は、一方
の端から他方に向かって広がっていく。 
 
（３）西アジア先史時代社会の複雑化と、そ
こに部族社会ともいえる血縁的な人間集団
の存在があった可能性を提示 
①シリア北西部イドリブ県のエル・ルージ
ュ盆地に所在する巨大な新石器時代集落で
あるテル・エル・ケルク遺跡の発掘調査を実
施し、その研究成果から、紀元前 8600 年～
5800年にかけての集落の形成、変遷、衰退過
程を明らかにした。当地での集落の発生から
都市的な巨大集落形成まで、どのように社会
が複雑化していったのかについて、考古学的
な多くの資料を得て考察を加えた。特に紀元
前 6500 年ごろの集落の様相の解明に力を注
ぎ、社会の複雑化が相当進行していたことや、
社会の運営に儀礼活動が重要な役割を果た
していたことなどが判明した。また、居住域
に隣接して墓地が発見され、当時の社会の葬
送習慣や他界観などについての多くの情報
をもたらした。 
②本遺跡の発掘調査自体は 1997 年から進
行中だが、特定領域研究の助成を得た 2005
年からは大規模な調査が可能となり、特にル
ージュ Ic 期から IIc 期半ばまでの大型集落
を営んだ社会は卖に規模が大きかっただけ
でなく、高度に複雑化した社会であることが
判明してきた。そのうち研究代表者が特に注
目してきたのが、物資管理に用いられた印
章・印影などのステイショナリーである。印
章の分類と他の遺跡から出土している印章
類との比較研究から、封泥システムからみる
とケルクの社会には少なくとも 5つ以上の物
資管理グループが存在したと推定された。そ
してこれらは、新石器時代に人間集団が分化
していた可能性を示唆した。また、その社会
が交易ネットワークにより同時代の広範な
地域と密接に結ばれていたことが明らかと
なった。 
 
（４）文献学的、言語学的研究に基づいて、
 
  
セム語の起源、セム語族の原郷問題と、セム
系部族社会の形成について提言 
歴史学、言語学分野では、主に歴史的な文
献史料を基に、都市社会の形成過程にセム系
部族社会がどう関わってきたのかについて考
察を進めた。特に文献に現れるセム系言語集
団の系譜とビシュリ山系との関わりについて
の基本的事項を網羅的に整理し、セム諸語、
セムに関わる古代文献の一覧を作成し、その
一部の内容などを明確にすることができた。
また、セム祖語として再建される語彙を抽出
、検討した結果、セム語の原郷は農耕牧畜が
行われていた地域内にあることを明らかにし
た。また、楔形文書の中にみられるアムル系
、アラム系の名前を抽出することで、紀元前3
千年紀から2千年紀にかけて遊牧系の出自を
持つアムル人、アラム人が歴史に登場してく
る状況を明らかにした。 
 
（５）特定領域全体への本計画研究班の寄与 
上記した主たる研究成果のうち（１）は、
本特定領域研究で実施した現地調査を形成
するプロジェクト群の中核であるガーネ
ム・アル・アリ遺跡が前期青銅器時代の始ま
りから同 VIA 期までの間断続的に居住され
たのちに廃絶されたことを明らかにした。前
述したように、ビシュリ地域のユーフラテス
河沿いのテル型集落遺跡はほぼ同様な推移
をたどっており、この推移と他の計画研究班
の研究成果を照らし合わせることで、ビシュ
リ地域の紀元前 3～2 千年紀の人間集団の動
きが判明した。それは、まさにセム系部族社
会の形成そのものと密接にかかわっている。 
（２）は、セム系部族社会人の末裔でもあ
る現在のガーネム・アル・アリ村の住民たち
の、アイーラレベルでの人間集団の関係を、
物質文化で表そうとした研究であり、この民
族考古学的な研究成果は、物質文化でしか捉
えようのない先史時代のセム系部族社会の
人間集団関係を考古学的にどのように把握
するかを考えるときの重要なヒントを提供
するものと考えている。 
（３）は、セム系部族社会の形成研究とは
直接的には関連しないが、西アジアにおいて
都市的な集落が、いつ、どこで、どのように、
そしてなぜ形成されるのかを考えるための
重要な資料を提供するものである。この研究
成果は、従来考えられていたような紀元前 4
千年紀後半の单メソポタミアをはるかにさ
かのぼって、原都市とも言えるような巨大な
集落がシリア北西部に存在していることを
示唆しており、その出現を説明するためには、
これまでの都市形成プロセスとは全く異な
る原理が必要になる。 
 （４）は、本計画研究の中では最も直接的
にセム系部族社会の出現とその後の展開を
扱っており、まさに特定領域全体のセム系部
族社会の形成の研究へ、正面から寄与する。 
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